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鳥獣被害防止対策情報―第１号―  

県中農林事務所須賀川農業普及所・JA 夢みなみ（すかがわ岩瀬地区、いしかわ地区） 

 
１ ６～７月の鳥獣被害について 
山林の餌が少なくなる６～７月は、野生鳥獣にとって各地で栽培される夏野菜などが魅力ある餌となります。

ジャガイモやトウモロコシ、スイカなどの果菜類は特に注意が必要です。また、モモ、オウトウなどの果樹で

も被害が出始めるため注意しましょう。 

これまで被害にあっている場合やほ場周辺に野生鳥獣の痕跡が認められる場合は、早めに周辺のやぶの刈払

い等を行い、次ページを参考に防護柵の設置を行いましょう。 

被害に遭ってからの対策の実施では、野生鳥獣が農作物の味を覚えてしまい食べようとする意欲が旺盛にな

るため、効果が出にくくなります。 

※刈払いを行う際は保護メガネやすね当てなど、適切な防具を着用してください。 

 

２ ツキノワグマ出没特別注意報 
令和７年 5 月１6 日から令和７年７月３１日まで中通りで「ツキノワグマ出没特別注意報」が発令されてい

ます。今年度はツキノワグマの目撃情報が昨年度を上回り、過去最高のペースで推移しており、注意が必要と

なっています。農作業中の人身被害に十分注意してください。特に、早朝や夕暮れ時は、林縁部や川（沢）沿

いの農地で作業することは避けましょう。やむを得ず作業を行う場合はラジオや鈴を鳴らす、追い払い用の花

火を打ち上げるなど、対策を行いましょう。 

なお、クマは夜行性ではないため、霧雨や霧が発生しているときは、明るい時間帯でも出没する可能性が高

まりますので、目撃情報があった地域などでは特に注意してください。 

 

３ イノシシ対策 
 中通りにおける令和５年度のイノシシの農作物被害金額は、前年度の 133％に増加しました。様々な要因

が重なった結果と推定されますが、豚熱（旧名称：豚コレラ）による個体数の減少が落ち着いたためと考えら

れます。 

 鳥獣種別被害金額の中でイノシシによる被害が最も高いため、継続して対策を行いましょう。 

（１）イノシシの生態 
ア 食性：雑食性で何でも食べます。 

イ 繁殖：交尾は 12 月から２月頃、出産は年１回（４～６月） 

初産齢は通常２歳で、その後はほぼ毎年繁殖を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
（２）イノシシの対策  
 ア 電気柵 
（ア）設置方法 

□支柱は４ｍ間隔に立てます（碍子（がいし）は、農地の外側に向ける）。 

□柵線は、地面から 20cm 間隔で２段張りします。 

□アースは、湿った場所で、土中になるべく深く埋めます。 

□電気柵の危険表示は、目立つ箇所に複数箇所設置します。 

□通電しない電気柵があると、イノシシが驚かなくなり、柵に慣れ 

 て、その後通電しても効果が低くなります。 

実は昼行性ですが、臆病な性格のため、人の影響が少ない、

夕方～朝方に活動しています。 

しかし、人に慣れてしまうと関係ありません。 

学習能力が高いです！ 

兄弟・姉妹は 

４～５頭います。 

剛毛で、電気は 

へっちゃらです！ 

鼻先はとても柔らかく、 

剛毛は生えていません。 

押し上げる力は 70kg も 

あります。 

成獣は体長 1.1～1.6m、 

体重 50～150kgあります。 

ベコ太郎 



 設置後は速やかに通電しましょう。 

 

（イ）維持管理や改良のポイント 
□週１回を目安に、テスターを使った電圧（目安は 4000～5000V） 

 の点検と電気柵の点検を行いましょう。 

□夏は２～３週間に１回、電気柵周辺の除草を行いましょう。 

□凹地では地面との隙間を空けないよう柵線を張りましょう。 

 イ ワイヤーメッシュ柵の設置方法 
□ワイヤーは太さ 4～5mm、10 ㎝目合、高さ 1m のものを使用します。 

□各メッシュを重ね合わせる部分には、支柱として太さ 13mm、長さ 1.5m の 

異形棒鋼など十分な強度のものを用いて、設置します。 
 

４ ハクビシン対策 
（１）電気柵の設置方法 

□柵線は、地面から 10cm 間隔で３段張りします。 

□埼玉県が開発したネットと電気柵を組み合わせた防護柵「楽落くん」を活用すると侵入防止効果が高

まります。 

（ https://www.pref.saitama.lg.jp/b0909/shin-choujuugai.html ） 
□「楽落くん」を設置する場合は、ネットが破損していないことや 

ネットと地面の間に隙間をなくすことが大切です。 

 

５ ニホンジカ対策 
福島県内のニホンジカについて、これまで生息していなかった中通りでも目撃情報が寄せられるなど、生息

範囲が拡大しており、今後、隣接県と同様に農林業被害が拡大していくことが予想されます。 

（１）電気柵の設置方法 
□柵線は、地面から 3 段目までは 20cm 間隔で、６～７段張りします。 

□２m 程度の高さを作りましょう。 

□くぐり抜けできないよう、飛び越えられないよう対策をしましょう。 
 
 

 
 

上下を結線する 

２０cm 

２０cm 

柵線は＋に配線 危険表示を設置する 

 （   が電気の流れ） 

碍子 

【参考】総合的な被害防止対策 
全国の事例を見ても、捕獲だけで被害をなくすことは難しいです。 
そのため、まずは被害が発生している要因を把握して、下記の対策を組み合わせて適切に取り

組むことが大切です。また、個人単位ではなく、集落単位など面的に取組むことでより効率的に被
害を防ぐことができます。 

（１）生息環境管理 
・未利用果樹伐採、収穫残渣をなくす。 
・耕作放棄地を解消する、人工林の手入れをする。 
・農地や集落の周辺に緩衝帯（鳥獣の移動経路や潜み場となるヤブや 
雑木林、耕作放棄地等を整備し、野生動物と人との生活圏を隔てる見 
晴らしの良いエリア）を設置する。 

（２）被害防除 
・侵入防止柵（電気柵など）を設置する。 
・追い払いをする。 

（３）個体数管理 
・捕獲する。 

 

作成：県中農林事務所須賀川農業普及所 

電話：0248-75-2181  

FAX：0248-72-8331 

ご不明の点は、最寄りの JAまたは須賀川農業普及

所にお問い合わせください。 

次回の発行予定日は、７月 23日（水）です。 

 

https://www.pref.saitama.lg.jp/b0909/shin-choujuugai.html

